
審査基準 配点

(1) 事業の趣旨に対する理解

・本業務に対する事業者の「提案の考え方」、「業務方針」、「提案概要及び

特徴」が明確に示されており、「業務履行することにより期待される効果」が

簡潔にまとめて記載されているか。

・本業務を遂行する上でのリスク想定が具体的に記載されており、効果的かつ

適切な対応策が記載されているか。

・次期システム構築に係る調達業務を行う上での公平性、公正性及び中立性確

保の必要性を理解しているか。

10

(2) 実績
・指令システム更新整備業務に関する調達支援等コンサルティング業務につい

て、十分な実績を有しているか。
5

(3) 業務体制

・実施体制が明確に示され、かつ適切な人員配置等が行われているか。

・業務遂行責任者、主な担当者等が明確にされているか。また、その者が本業

務に係る有効な資格や業務経験を有しているか。

10

(4) 情報セキュリティ体制

・本業務で取扱う情報資産の管理方法、セキュリティ体制等が適切かつ明確に

示されているか。

・ISMS（ISO/IEC27001〔JIS Q27001〕）の認証を受けているか。

5

(5) スケジュール

・本業務を効率的に進めるスケジュールが具体的に示されているか。

・各作業段階に応じて、本市と受注者の作業内容について、役割分担等が明示

され、具体的で妥当な提案となっているか。

5

(6) システム整備方針案の策定

・策定方針、作成方法、成果物のイメージ等が具体的かつ明確に示されている

か。

・現状や課題を踏まえた効果的な手法及び考え方が示されているか。

10

(7) 要件定義

・要件定義の進め方や作業内容が、具体的で妥当な提案となっているか。

・本市独自仕様の洗い出し、分析手法と要件定義化について具体的に示されて

いるか。

15

(8) 情報提供依頼（RFI）支援 ・効果的な手法及び考え方が具体的かつ明確に示されているか。 5

(9) 調達仕様書案の作成

・調達仕様書案作成の進め方や作業内容が、具体的で妥当な提案となっている

か。

・特定の事業者（指令システムメーカー）に有利となることを防ぐための手

法、対策等が具体的かつ明確に示されているか。

10

(10) 事業費積算及び予算化支援

・効果的な手法及び考え方が具体的かつ明確に示されているか。

・本市が想定する金額規模と見積金額の間に大きなかい離があった場合の対応

について具体的に示されているか。

10

(11) 意見招請（RFC）支援 ・効果的な手法及び考え方が具体的かつ明確に示されているか。 5

(12) 調達支援

・調達関連書類等の作成に関する作業内容や進め方について具体的に示されて

いるか。

・評価委員等への説明、質問回答、技術提案評価に関する支援等について、効

果的な手法及び考え方が具体的かつ明確に示されているか。

10

(13)  打合せの実施、業務の進捗管理等

・本市との情報共有、業務の進捗管理等を効率的に実施するための手法や工夫

が示されているか。

・作業遅延に対するリスク管理、対処法等が明確に示されているか。

5

(14) その他独自提案 ・本業務の実施に有益な留意事項、追加提案等が具体的に記述されているか。 5

110

(15) 価格点
・契約上限額と比較した価格

 10×(1-提案価格/契約上限額)
10

120

評価項目表

項目

技術点

合計


